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予算決算委員会の審査概要 全議員で構成する当委員会で、令和5年度決算、令和
6年度補正予算及び関連議案について審査を行いました。

総括質疑 （9月13日、9月17日） 熊 本 自 民

令和５年度の実質収支質
疑1

実質収支の黒字分として64億円余が計上されているその収支差の意味
と財務上の位置づけを問う。

財政調整基金質
疑2

(1)前年比+7億円となり、基金残高は50億円となった積み上げた根拠を問う。
(2)財政調整基金の規模の妥当性を問う。
(3)庁舎整備の財源として、財政調整基金は対象となりうるのか。
(4)庁舎整備に向けた財源確保の必要性を問う。

熊本市財政の中期見通し質
疑3

健全化判断比率が試算と決算で乖離した理由を問う。

委託状況調書の随意契約１号に関して質
疑６

随意契約上限間際の金額には価格調整や不当廉売などの疑問がもたれ
る可能性があるが、その現状認識について問う。

LPガス価格高騰対策緊急支援事業4
予算に対し27％程度が未消化となった理由を問う。

防災情報伝達体制整備事業質
疑７

事業内容の詳細と決算額の内訳は。

緊急告知ラジオの保守点検質
疑8

教育機関に設置されている緊急告知ラジオの劣化や電波受信状況を鑑
み、新型機種への更新および教育現場への意識改善・設置状況改善をは
かる必要性について問う。

がん検診経費質
疑9

費用対効果を明確にするために、検証指標を具体的にすべきではない
か。また、受診率向上のために個別受診勧奨284,585通の内訳とその効
果を示せ。

青少年教育費の不用額質
疑10

不用額の発生により重要な社会インフラである児童育成クラブ支援員が
不足し運営に支障を招いたのではないか。今後の支援員確保対策を示せ。

熊本市病院事業決算
４年度は純利益を確保したが、５年度は純損失が発生した理由を示し、現
在の未収金の金額と未収金発生防止対策を示せ。

経済の発展と熊本の魅力の創造・発信
魅力発信のために実施した各種プロモーションの成果と、
その波及効果を問う。

質
疑

防災意識の啓発
防災意識向上についての検証指標値が達成出来ていな
い原因と、今後の検証値の達成に向けての対応を問う。

決算状況報告書から見る検証指標設定の問題点５
第8次総合計画策定に合わせ、検証指標が見直されているはずだがその
現状について問う。

質
疑

自 民 党

スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

くまもと市議会だより ● 令和6年（2024年）12月 第52号くまもと市議会だより ● 令和6年（2024年）12月 第52号

○令和６年度熊本市一般会計補正予算

○熊本市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
　条例の一部改正について

○熊本市立小学校及び中学校設置条例の一部改正について

総額　7億9152万円（減額補正予算含む）

●…土木費　  ●…民生費 　 ●…災害復旧費 　 ●…総務費

主な議案の概要

＜主な内容＞
●市電延伸経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億2,000万円
●自動運転社会実装推進経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億2,000万円
●老人福祉施設整備費助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,995万円
●高齢者施設等防災機能強化支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,313万円
●バス事業の現状等調査分析経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000万円
●農地等災害復旧経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,788万円
●生活困窮者自立支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・350万円
●新庁舎整備推進経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・240万円
●新庁舎設計関係業務委託 ・・・・・・・・・・・・・・・・18億8,430万円（債務負担行為）

　令和5年度における熊本市の一般会計決算は、歳入が4,136億円（前年度比プラス51億円）、歳出が4,028億円（前年度比プラス34億円）となりました。
　歳入と歳出を単純に差し引くと108億円の黒字の計算になりますが、翌年度へ繰り越すべき財源が44億円あり、差し引いて考えると、実質収支64億円の黒字と
なりました。この黒字は、令和6年度に繰り越され、歳入の一部となります。

〈一般会計・特別会計〉

会計名

一般会計

特別会計

合　計

収入総額 支出総額 収入支出差引額
病院事業会計

水道事業会計

下水道事業会計

工業用水道事業会計

交通事業会計

162億7,140万円

130億2,841万円

193億3,656万円

1,428万円

22億7,486万円

4,136億1,264万円

2,338億5,134万円

6,474億6,398万円

4,027億5,880万円

2,285億1,271万円

6,312億7,151万円

108億5,384万円

53億3,863万円

161億9,247万円

163億3,285万円

105億7,023万円

173億6,093万円

1,419万円

21億5,823万円

△6,145万円

24億5,818万円

19億7,563万円

9万円

1億1,663万円

収入総額会計名 支出総額 収入支出差引額

（単位：億円）（単位：億円）

一般会計歳入 一般会計歳出

〈企業会計・収益的収支について〉

令和5年度（2023年度）決算の概要

　＜改正理由＞
　　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
　　（平成２５年法律第２７号）第９条第２項の条例で定める事務を追加する等のため。
　＜改正内容＞
　　１ 個人番号を利用する事務の追加
　　　乳幼児又は児童を養育している者等に対する当該乳幼児又は児童の医
　　　療費の助成に関する事務であって規則で定めるもの
　　２ 引用条項の整備
　＜施行日＞
　　公布の日等

　＜改正理由＞
　　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づき、義務教育学校を設置する
　　等のため。
　＜改正内容＞
　　１ 題名の変更
　　　【変更後】熊本市立小学校、中学校及び義務教育学校設置条例
　　２ 義務教育学校の新設

○熊本市国民健康保険条例の一部改正について

○財産の取得について（追認）

　＜改正理由＞
　　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
　　律等の一部を改正する法律（令和５年法律第４８号）の施行による国民健康
　　保険法（昭和３３年法律第１９２号）の一部改正等に伴い、所要の改正を行う。
　＜改正内容＞
　　１ 急患等として保険医療機関等を受診した被保険者に係る保険料の徴収
　　　猶予の期限の延長
　　２ 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
　　　法律等の一部を改正する法律の施行による被保険者証の廃止に伴う規
　　　定の整備
　＜施行日＞
　　令和６年（２０２４年）１２月２日

　＜提出理由＞
　　小学校及び中学校の教師用指導書一式の取得について、議会の議決に付さず契
　　約を締結したため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第８号及び
　　熊本市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和
　　３９年条例第１６号）第３条の規定に基づき、市議会の議決を求める必要がある。
　＜提出内容＞
　　次の財産の取得について、議決を求める。

　　３ 小学校及び中学校の廃止
　　　中緑小学校、銭塘小学校、奥古閑小学校及び川口小学校並びに天明中
　　　学校の廃止
　　　※ いずれも天明みらい学園に統合
　＜施行日＞
　　令和９年（２０２７年）４月１日（準備行為については、公布の日）

名称
熊本市立天明みらい学園 熊本市南区奥古閑町２１４６番地１

位置

議案番号
議第

２４０号
小学校教師用
指導書一式 12,888冊

平成27年
4月1日

平成28年
4月1日

令和2年
4月1日

令和3年
4月1日

令和6年
4月1日

159,860,952円

58,435,992円

178,126,080円

62,163,200円

276,563,650円

中学校教師用
指導書一式   2,291冊 熊本市北区大窪１丁目７番４７号

株式会社 熊本県教科書供給所
代表取締役 長﨑 晴作

小学校教師用
指導書一式 11,895冊

中学校教師用
指導書一式   2,713冊

小学校教師用
指導書一式 13,049冊

議第
２４１号

議第
２４2号

議第
２４3号

議第
２４4号

取得価格 相手方 契約日財産

歳入総額
4,136

自主財源
39.2%
1,623

依存財源
60.8%
2,513

市税
31.0％
1,281

その他
6.2％
258

使用料・手数料
2.0％
84

国県支出金
32.8％
1,357

地方交付税
13.7％
568

市債
7.3％
303譲与税等

7.0％
285

歳出総額
4,０２８

人件費
20.3％
818

扶助費
30.8％
1,241

公債費
8.9％
359

普通建設事業・
災害復旧費

11.4％
460

物件費
11.8％
476

繰出金
7.6％
306

補助費等
5.3％
   215

その他 3.9％ 153

義務的経費
60.0％
2,418

その他経費
28.6％
1,150

投資的経費
11.4％
460

質
疑11

質
疑12

質
疑13

小中学校のトイレの洋式化
トイレの洋式化を進める整備計画について、その進捗状況を問う。

質
疑14

文化財費の不用額
発掘調査件数の実績が見込みを下回ったために不用額が出ている。そ
の原因を問う。

質
疑15

土木、道路予算
道路交通予算については、総額の上限があると聞く。令和５年度もその
上限は外されなかったのかを問う。

質
疑16

熊本市医療費助成にかかる医療機関からの請求事務
医療費助成は紙で請求するようになっているのか。年間の請求件数は何
件かを問う。

質
疑17

熊本市児童館管理運営経費
選挙関係で児童館を制限し、投票所とした箇所と日数があるか。今後、改
善の意思はあるかを問う。

質
疑18

一般会計収支状況で翌年度に繰り越すべき財源の増加の詳細質
疑1

翌年度に繰り越すべき財源が増えた要因は。

市税歳入増加要因としての固定資産税及び都市計画税の
増加となった家屋課税棟数増加

質
疑2

課税棟数増につながった要因は。

人口減少（少子化の状況）を鑑みた場合の義務的経費の
今後の見込みと対策

質
疑3

人口減少においての財政的観点での考えは。

安全で安心して生活できる社会の実現、消費生活地域
見守りサポーター養成講座修了者

質
疑６

今年度修了者数が前年度に比べて大幅増となっている要因は。

財政力指数4
基準財政収入額の割合は上がったのに財政力指数が下がった要因は。

学びの機会の提供と創造質
疑７

熊本地震やコロナ禍から期間を経ても公民館利用者数が回復していな
い原因は。

市民ニーズに的確に対応できる行政サービスの提供質
疑8

マイナンバーカード申請率と交付率に差があるが、この差は何故か。ま
た、コンビニ交付サービス手数料10円化の効果と今後の方針は。

熊本城の着実な復旧と公開質
疑9

令和5年度熊本城特別公開入場者数と過去最大の年間入園者数の差は。
また、シャトルバス利用者数と入園者数との差が大きいのはなぜか。

市民協働、民間活力の導入による公園の管理運営と
魅力ある公園づくり

質
疑10

公園長寿命化計画に基づく今後の改修計画は。

自ら学び向かう力を育む教育の推進
学習ドリルアプリ使用率が10%減少している原
因と今後の取り組みについて問う。

国際社会に対応した取り組みの推進
外国人住民が増える中、これからの国際交流会館の果たすべき役割をど
のように考えているのか。また、開館３０周年を迎えた中、大規模改修時期
はいつ計画されているのか。

質
疑

民間活力を活用した健康づくり事業
（1）決算額の内訳と成果報酬の「成果」の確認方法は。
（2）参加者全体に占める男性と前期高齢者の参加割合は。
（3）事業終了後の活動継続の働きかけとその後の運動継続の場への移
行の進捗は。

自主自立のまちづくり活動の活性化、地域担当職員の
地域での活動

５
地域担当職員制度がニーズにあったものになってないと感じるがいかがか。

質
疑

質
疑11

質
疑12

質
疑13

教職員人材確保推進経費
事業1年目であるが、実施状況と課題、その対策について問う。

質
疑14

町内自治振興補助金（1）
町内自治振興補助金の交付規則の速やかな見直し状況と今後の見直し
スケジュールは。

質
疑15

町内自治振興補助金（2）
決算関係資料の記載内容は不十分ではないか。また、補助金ではなく、交
付金が適当ではないか。

質
疑16

市 民 連 合

エアコン設置助成経費
対象者への周知方法および事業実績はどうだったのか。未設置世帯の理
由は把握しているか。

質
疑1

こどもの居場所支援整備事業
取り組み状況はどうだったのか。取り組む中で、新たな気づきやうまく
いった点、また改善すべき点はあったのか。　

質
疑2


